
令和8年 9月8日(火)～ 9日(水)日時

鳥取県中部総合事務所 （倉吉市東巌城町２-２）会場

ＫＩＤ生産コンサルタント

[講師プロフィール]

• ソニーの工場にて１５年間工場管理（ＩＥ部門５年、製造部門５年、海外部門５年）に従事し、現場第一線を経験。

• その後、ＫＩＤ生産コンサルタントを設立し、企業の現場改善の指導及び研修講師として実績を積み21年目。

• 「人間性の向上を通じて、生産性を向上する」ことを指針とし、スリムで高効率な生産体制を実現する生産革新の専門家。

講師

⼯場管理の現場⼒強化及び技能継承をめざして、技能⾼度化、故障対応・予防に向けた作業標準の体系化を理
解すると共に標準を守る習慣や職場の規律を改善しＩＳＯの取得や維持及び⽣産効率や品質の向上を目的とした
実践的な作業標準の作成方法や書式の作り方及び活用技法を習得する。

目的

現場⼒の強化及び技能継承ができる能⼒養成する能⼒

１５名 （先着順）定員令和8年8月12日(水)１５時まで締切り

8 ，０００円/ 人受講料

筆記用具持ち物

申込みは[とっとり電⼦申請サービス]（以下のURL）からお願いします。
https://apply.e-tumo.jp/pref-tottori-u/offer/offerList_detail?tempSeq=21446

⼊⼒を終了し送信すると受付メールが⾃動配信されますが、この時点では確定しておりません
。申込を確認し、受付を完了しましたら、申込確定のメールが配信されます。
（定員オーバー等でお受けできない場合もメール連絡されます。）
※後日、ポリテクセンターが発⾏する請求書等を送付しますので期限までに⼊⾦してください。

申込み
⼿続き

《事務局》 鳥取県商工労働部雇用人材局産業人材課 担当：岸、中瀬
電話0857-26-7691／Eメール： sangyoujinzai@pref.tottori.lg.jp

１．仕事の基本と標準化
（１）⽣産３原則と改善要素５M
（２）PDCAと仕事の標準化
（３）⽣産現場の標準化 [演習１]

２．作業標準の作り方と伝え方
（１）作業の⼿順化と急所の抽出法
（２）作業標準を相⼿に伝える４段階 [演習２]
（３）標準を守る習慣を植え付ける方法

３．設備保全と標準化
（１）設備保全の３本柱
（２）設備４大ロスと改善指標
（３）予防保全の標準化

４．標準化の事例
（１）⽣産現場の事例紹介
（２）事例をもとに意⾒交換

５．生産ゲーム
（１）作業改善と標準化にトライ [演習３]
（２）改善効果の定量化と定着化
（３）現場改善の着眼点

講座概要

戦略産業⼈材育成事業・ものづくり共通技術講座

2日間（昼休憩1時間）

9:30～16:30

唐澤 良洋 (からさわ よしひろ) 氏

生産現場で生産管理等に従事する指導的・中核的な役割を担う方へ！


